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ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

「学校通信」はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ」も更新中です。本校のホームページにてご覧ください。 

 

 

●後期のレポート提出最終締切日は、2016年 1 月 7 日（木）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 

 

http://www.ymcagakuin.ac.jp/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  

 

 

クリスマスおめでとうございます 
 

この学校
がっこう

通信
つうしん

が届
とど

く頃
ころ

は、アドベント(待降
たいこう

節
せつ

)を終
お

え、ちょうどクリスマスを迎
むか

えている頃
ころ

 

でしょう。 

ご存知
ぞ ん じ

の通
とお

りクリスマスは、神様
かみさま

が、私
わたし

たちにくださった大切
たいせつ

な贈
おく

りもの｢イエス･キリスト｣の 

誕生
たんじょう

日
び

です。以前
い ぜ ん

、私
わたし

が園長
えんちょう

をしていた幼稚園
ようちえん

では、イエス様
さま

の誕生
たんじょう

の意味
い み

を｢ページェント 

(降誕劇
こうたんげき

)｣を通
とお

して、年長児
ねんちょうじ

（5歳児
さ い じ

）が中心
ちゅうしん

となって周
まわ

りの人々
ひとびと

に伝
つた

えてくれていました。 

今
いま

から何百年
なんびゃくねん

も前
まえ

に、ベツレヘムの人々
ひとびと

がずっとずっと待
ま

っていたその日
ひ

の感動
かんどう

を、喜
よろこ

びを分
わ

かち 

合
あ

うものでした。 

子
こ

ども達
たち

は、一
ひと

つひとつの役割
やくわり

をとても大切
たいせつ

なものとして受
う

け止
と

め、何一
なにひと

つ欠
か

けても 

成
な

り立
た

たないことを経験的
けいけんてき

に理解
り か い

し、私
わたし

たちにメッセージを送
おく

ってくれます。それは、すべての存在
そんざい

に 

意味
い み

があり、かけがえのないものであることを心
こころ

と身体
か ら だ

を通
とお

して伝
つた

えてくれます。これらの取
と

り組
く

みの 

中
なか

で、自分
じ ぶ ん

と同
おな

じように友達
ともだち

を大切
たいせつ

にする心
こころ

や、互
たが

いに認
みと

め合
あ

い受
う

け入
い

れる心
こころ

、感謝
かんしゃ

する心
こころ

のはぐくみ 

がなされるのです。 

この機会
き か い

に私達
わたしたち

も自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の身
み

の回
まわ

りの人々
ひとびと

や世界中
せかいじゅう

の人々
ひとびと

、また、自然
し ぜ ん

との関
かか

わりについて 

考
かんが

えてみる時
とき

を持
も

ちたいと思
おも

います。共
とも

に歩
あゆ

みを強
つよ

めましょう。 

 

                                （事務
じ む

長
ちょう

 藤岡
ふじおか

 宏樹
ひ ろ き

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１２月５日（土）の午前に本校近くにある教会でクリスマス礼拝、 

午後に天王寺駅にてクリスマス街頭募金を行いました☆ 

参加した生徒の一生懸命な呼びかけに応じ、多くの人が募金してくださいました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

今月のメッセージ 

ＹＭＣＡ学院高校便り 

クリスマス献金のご協力 

ありがとうございました 
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●≪意見箱≫を設置します！ 

ＹＭＣＡ学院高校の願い（教育方針）を大切に、そして実現していくために、 

みなさんの声を聴かせてください。（下記参照） 

設置期間は 1/5（火）～2/29（月）です。（１階ロビーに置きます） 

  

ＹＭＣＡ学院高校の願い（教育方針） 

・あなたのペースであなたらしく過ごせます 

今のあなたと仲良くなれること、また新しいあなた、ちがうあなたとの出会いを願っています 

・「一人ひとりを尊重し、大切にそして皆さんを信頼する」 

そのことを前提とした自由でひらかれた楽しい学校生活をめざします 

・進む路についていろいろな人と、ともに考えられることを願っています 

そして夢と希望が持てるよう応援します 

・イエス・キリストの愛と奉仕の生き方に学びます 

あなたとあなたの周りの人を生かし、共に生きる社会をめざします 

 

●「PINK SHIRT DAY 2016」 

全国のＹＭＣＡでは、今年、ピンクシャツデーに取り組みます。 

大阪ＹＭＣＡも、これまで、人を大切にすることや「いじめ」をなくすことをねがって 

活動してきました。 

「PINK SHIRT DAY 2016」にＹＭＣＡ学院高校も賛同し、次のようなことを予定しています。 

ポスター作り、メッセージ入りのシャツ作り、ラベルシール作り、ピンク色の物をつけたり、

着たりして写真を撮るなどです。 

生徒・保護者のみなさま、ぜひご協力ください。 

 

期間：２０１５年１月～２０１６年３月 

PINK SHIRT DAY：２０１６年２月２４日（水） 

当日は特別活動としてイベントを行います。（くわしくは１月に掲載します） 
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今月のトピック 
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◎「ピンクシャツデー」とは 

 2007 年、カナダの二人の学生から瞬く間に世界中に広まった世界的いじめ反対運動。 

ピンクのシャツを来て登校した少年が「ゲイ」だといじめられた。それを見た二人の学生が 

50 枚のピンクのシャツを友人・知人に配り翌日登校し、学校では呼び掛けに賛同した多数の 

生徒がピンクのシャツを着て登校。学校中がピンク色に染まり、いじめが自然となくなった。 

そのエピソードがＳＮＳ等で世界中に広まり、現在では 70 ヵ国以上の国で活動が行われている。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日 曜 行事予定など 

 12 月   

12/23 水 冬期休暇開始（～1/4） 12/25 木 マイスペースコース特別活動日 

2016年   1 月   

1/1 金  

2 土  

3 日  

4 月 冬期休暇終了 

5 火  

6 水 
講座「体育ｂ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ日、集中講座「初めて知るｷﾘｽﾄ教 3」、ｱｼｽﾄﾙｰﾑ最終日 
レポート再発行締切日（17時まで）、講座「ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ」実習（～1/8） 

7 木 
後期レポート提出最終締切日（事務室 17 時まで。当日郵便消印有効）、 
PC ルーム開放（13:30～17:00） 

8 金 
講座「体育ｃ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ日、卒業予定者・学校外の学修単位認定申請締切日 
集中講座「初めて知るｷﾘｽﾄ教 3」「産業社会と人間」 

9 土  

10 日  

11 月 （成人の日） 

12 火 
集中講座「体育ｃ5」（～1/18）「産業社会と人間」、 
特別活動「心臓マッサージ講習会」（15：00～15：50） 

13 水 集中講座「社会と情報ａ4」（～1/19） 

14 木 集中講座「産業社会と人間」、特別活動「街美化ボランティア」（15時～16 時） 

15 金  

16 土 大学入試センター試験 

17 日 大学入試センター試験 

18 月 大学入試センター試験自己採点会(11時～12時) 

19 火 集中講座「体育ｃ5」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ日 

20 水 
〔学校通信〕〔単位認定テスト出題範囲の案内〕発送予定 
1/5以降返却の「再提出」評価レポート提出締切日（17 時学校必着のみ） 
1 月集中講座レポート提出最終締切日（17 時学校必着のみ） 

25 月  

26 火 
後期〔学習状況報告（最終）〕、〔単位認定テスト受験資格確認表〕、〔レポート解答例集〕 
〔｢筆記式｣テスト時間割〕発送予定 

27 水 単位認定｢課題式｣テスト発送予定（2/15提出締切） 

28 木  

29 金 講座「課題研究」最終作品提出締切日 

30 土 保護者交流会「ほごしゃＹ２プラザ」（10：00～12：30）、新クラス説明会（13：00～13：50） 

31 日  

  2 月   金 

2/8 月 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/9 火 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/12 金 単位認定｢筆記式｣テスト 

2/15 月 
単位認定｢筆記式｣テスト、単位認定｢課題式｣テスト提出締切日 
学校外の学修単位認定申請締切日、卒業予定者・特別活動認定申請締切日 

2/22 月 〔学校通信〕発送予定 

2/24 水 特別活動「PINK SHIRT DAY 2016」 

2/25 木 単位認定｢筆記式｣テストの再テスト日、｢再テスト課題｣提出締切日 

3/10 木 15 年度後期卒業礼拝（大阪 YMCA会館） 

3/18 金 特別活動「ホームルーム」 

 

スケジュール（12/23～3/18） 

冬期休暇中は来校できません。 

レポートの学校窓口提出はできません。 

12/23～1/4は学校休業日のため、 

電話での問合せにもお応えできません。 
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【冬期休暇】12月 23日（水）～1月 4日（月） 

■冬期休暇中、生徒のみなさんは来校できず、事務取扱もありません。レポートの窓口提出も 

できませんのでご注意ください。（次項および[事務室からのお知らせ]（P.12）もご覧ください。） 

■冬期休暇中、レポートは学校事務室では窓口受付はできません（郵送のみ受付します）。 

レポートの提出期限が冬期休暇期間（12/23～1/4）に入っている場合は、郵便のみ受け付け、 

郵便の消印日が提出日となります。 

 

 

【後期レポートの最終締切日】 １月 7 日（木）17 時（当日郵便消印有効） 

■後期レポートの最終締切日は１月7日（木）で、学校事務室では17時まで受け付けます。 

(１月集中講座は除く) 

■郵送は、１月7日（木）の郵便消印まで有効です。 

１月7日（木）に郵便で送る場合は、必ず郵便局の窓口で送付するようにしてください。 

ポストに投函
とうかん

しても、そのポストの収集時刻が過ぎている場合は当日消印が付きません。 

十分注意してください。 

■郵便以外の、宅配便・メール便などでの送付は、受け付けられません。 

■レポートは、最終締切日以降は一切受け付けませんので、十分注意してください。 

■最終締切日に、レポートを白紙、または白紙同然で提出した場合は「不合格」となり、 

再提出はできません。 

■レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行の申込みをしてください。 

 レポート再発行の申込み受付は、1月 6日（水）17時までです。 

（12/23（水）～1/4（月）は学校は休みです） 

※レポート提出については、｢事務室からのお知らせ｣（P.12）もよく読んでください。 

 

【1／5（火）以降に「再提出」評価で返却されたレポートについて】 

■返却されたレポートは、「再提出」評価のものがないかどうか必ず確認してください。 

■最終締切日後（1/5以降）に、「再提出」評価で返却されたレポートは必ず確認し、提出期限 

までに、再提出してください。 

提出期限は、レポート表紙に赤字で記された日時（1/20（水）17時学校必着）までです。 

学校の事務室必着（郵便消印ではありません）ですので注意してください。 

 

【｢調査書｣｢推薦書｣の発行について】 

■大学・短大・専門学校等に出願する際には、高校が発行する｢調査書｣が必要になります。 

｢調査書｣が必要な人は、各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、受験予定校の 

願書・募集要項を持参の上、担任を通して早めに申し込んでください。 

（申込みから発行まで 1週間かかります） 

■｢推薦書｣が必要な場合は、作成に時間がかかる場合でもありますので、早めに担任まで申し込んで 

ください。（申込みから発行まで１週間かかります） 

  ※「調査書」「推薦書」の発行については、「進路支援からのお知らせ」（P.16）も読んでください。 

教務からのお知らせ 

重要！！ 
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【スクーリング】 

■後期の年内のスクーリングは 12月 21日（月）までで、通常スクーリングはすべて終了します。 

（「体育ｂ・ｃ」の補充スクーリング、1月集中講座、マイスペースコースの一部科目は除く） 

■スクーリングは、各講座とも補講はありませんので、十分注意してください。 

※理科の一部、体育の一部、英語科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、宗教科の各講座は、 

「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」があります。出席時数が不足する場合は、「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」の提出で 

出席を補ってください。 

（「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」は、ｸﾘｰﾑ色紙に印刷されており、代替課題のある講座のﾚﾎﾟｰﾄと一緒に 

お送りしています） 

※「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっています。ご注意ください。 

■スクーリング出席の一部を「ｽｸｰﾘﾝｸﾞ代替課題」で補う場合は、バーコードシールをレポート用の 

シールと間違えないよう確認して貼って提出してください。 

■「代替課題」のシールは、講座名の前に●が付いており、講座ごとにレポート用のシールの後に 

印字されています。 

「スクーリング代替課題」の最終締切日も 1月 7日（木）です。 

 

【「総合的な学習の時間Ａ」登録者へ】 

■校外施設見学の「阿倍野防災センター」「大阪くらしの今昔館」「大阪歴史博物館」 

「国立民族学博物館」を登録している人は、1月 7日（水）のレポート最終締切日に間に合うよう、 

年末年始の休館日のある場合を考慮し、早目に見学に行きレポートを提出してください。 

■「総合的な学習の時間Ｂ」の登録者には、12/11（金）に、開講する講座の内容案内と、 

受講希望講座の申込書をお送りしています。 

まだ、「受講希望講座の申込書」を提出していない人は、至急提出してください。 

（担当：石橋・東浦・中尾） 

  

【高認および「学校外の学修」の単位認定申請】 

■高認(高等学校卒業程度認定試験)や、英検や漢検などの「学校外の学修」に対する単位認定を 

希望する人で、2015年 3月卒業予定者は、1月 8日（金）までに、担任を通して申請書 

（証明書など添付のこと）を提出してください。 

 ■3月卒業予定でない場合は、2月 15日（月）までの申請分を今年度後期分として受け付けます。 

(いずれも単位認定料が必要です。) 

 

【ＰＣルームの開放について】 

■以下の日時にＰＣルーム（3階 307教室）を開放しますので、レポート作成に必要な場合は 

ご利用ください。 

 

1 月  7日（木）13時 30分～17時 
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【単位認定テストについて】 

■単位認定テストは、すべての講座で実施します。(｢総合的な学習の時間｣は除く) 

単位認定テストを受験し合格することで、単位を認定します。 

 

●テスト受験資格 

 各講座で決められている「スクーリング出席必要時数」と「レポート合格必要数」の両方をクリア 

することで、その講座の｢テスト受験資格｣が認められます。 

 スクーリングまたはレポートの必要数を満たしていない場合は、受験資格はありません。 

 各講座のテスト受験資格は、個人別の「単位認定テスト受験資格確認表」でお知らせいたします。 

（1/26（火）に送付予定） 

●テストの出題範囲 

 テストは、ほぼすべての講座でレポート内容から出題されます。 

返却されたレポートは手元に置いて、よく復習をしておいてください。 

各講座の「出題範囲一覧」は、P.9～P.10に掲載しています。 

「レポート解答例」は、1/26（火）に送付する予定です。 

 

●テスト実施方法 

単位認定テストには、「筆記式テスト」「課題式テスト」「実技式テスト」の 3つの方法があります。 

各講座は、この 3つの方法のいずれかで単位認定テストを実施します。 

各講座のテスト実施方法は、次ページの一覧表で確認してください。 

 

◎筆記式テスト 

後期の「筆記式テスト」実施日は、2月 8日（月）9日（火）12日（金）15日（月）です。 

いまからスケジュールを調整しておいてください。 

「筆記式テスト」は、通常のスクーリングの時間割とは違う時間割で実施します。 

「筆記式テスト」の時間割は、1月 26日(火)に送付する予定です。 

 

◎課題式テスト 

「課題式テスト」実施講座の受験資格を認められた人に、｢課題式テスト｣を送付します。 

みなさんは、自宅で「課題式テスト」に取り組み、締切日までに提出してください。 

「課題式テスト」は、受験資格のある人に 1月 27日（水）頃送付する予定です。 

「課題式テスト」の提出締切は、2月 15日（月）17時（当日郵便消印有効）です。 

締切日までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 

 

◎実技式テスト 

スクーリング時にすでに実施しています。くわしくは担当教員に確認してください。 

 

重要！！ 
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【2016 年 3月卒業予定者へ】 

■今年度後期に卒業が見込まれる人には、「卒業意思確認書」をお送りし、担任宛に提出して 

いただくよう案内しています。 

まだ提出していない人は、至急提出するようにしてください。 

■高校の卒業要件には、必修科目の履修、74単位以上の修得および 30時間以上の特別活動参加 

などがあります。 

これらの 1つでも欠けると、すでに就職内定や大学合格していても卒業は認められません。 

■登録している講座のレポートは、確実に最終締切日（1月 7日）までに提出し、合格を得て 

ください。 

■特別活動の参加時間数が不足している人は、2月 15日（月）までに不足分を補うようにして 

ください。（下項参照） 

■万一、卒業要件に必要な必修講座が履修不認定となったり、修得単位数が不足になった場合は、 

「卒業意思確認書」を提出済みの方にかぎり、その講座や単位数により｢卒業認定の特例｣を適用 

できる場合があります。（『2015年度版 学務の手引き』P.12参照） 

■最後まで自助努力を欠かさず、全力を尽くしてください。 

■卒業要件等について不明な場合は、担任までお問合せください。 

 

【特別活動について】 

■本校の卒業要件の一つとして、30時間以上の特別活動への参加が必要です。 

『2015年度版 学務の手引き』（P.13～P.14）で、特別活動についてもう一度確認してください。 

■個人別の特別活動の参加時間数については、12/16の｢学習状況報告｣送付時にお知らせしています 

のでご確認ください。 

■大学・短大・専門学校の「オープンキャンパス」に参加し、「参加報告書」を提出して 

認められれば特別活動として認定されます。（「参加証」など参加を証明するものが必要です） 

「参加報告書」は職員室窓口にあります。          （1校につき 2時間の認定） 

■学校が指定する「芸術鑑賞（映画鑑賞[映画館]、ビデオ鑑賞[自宅]、展覧会[美術館・博物館]）」 

をし、「申請書」を提出して認められれば特別活動として認定されます。 

「申請書」は、職員室窓口にあります。           （1回につき 2時間の認定） 

■学校指定の芸術鑑賞等については、12月・1月・2月号の｢学校通信｣でご案内します。 

しっかり目を通して、休みの間にぜひ活用してください。 
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――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に 3 年以上在学すること。 

② 74 単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を 3 単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に 30時間以上参加すること。 

（『2015 年度版 学務の手引き』より抜粋） 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【冬期休暇に伴う事務取扱について】 

■遠隔地への旅行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請は、12 月 18日(金) 

（12月 21日（月）発行）までです。 

即日発行はできませんので余裕をもって申し込んでください。 

■レポートの学校への直接提出については、下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送してください。 

  

冬期休暇に伴う

事務取扱期間 

年末 2015年 12月 22日(火)まで 

年始 2016年 1月 5日(火)から 

※12 月 26日（土）～1月 4日（月）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

緊急で連絡がある場合のみ留守番電話に用件及び連絡先を録音してください。 

（学校から連絡できるのは 1月 5日（火）以降です。） 

        

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要 

事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポートやバーコードシールの再発行は、下記の「＊必要記入事項」を正確に記入して申し込んで 

ください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）です。 

■1月 7日（木）のレポート提出最終締切日のレポート再発行については、前日 6日（水）17：00 

までの申込み受付となります。その際は翌 7日（木）11：00以降に発行いたします。 

 

種  類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50円 

「レポート等諸用紙発行願」 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 ｼｰﾄ 100円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1 枚) 10円 

個人別時間割 100円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100円 

＊必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2015年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

 

手 数 料 
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事務室からのお知らせ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【2015 年度後期学費の納入について】 

■後期の学費について、分割納入及び 12月延納の手続きをされている場合は、今月の納入期限が 

12月 24日（木）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」を 

確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 

 

【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にＨＲ担任と相談したのち、「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入して、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記 

②(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてくだ 

さい。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。

(生徒証明書の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2015 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕を 

もって申し込んでください。） 

 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2通まで 82円 

 ＋280円 3～5通まで 92円 

6～10通まで   140円 

 

 

 

 

 

手 数 料 

発 行 日 

返信郵送料 

料金表 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、加算の対象となる 

場合は、必ずその時点で手続きを行ってください。 

■今後の加算申請については、提出があった月の翌月から支給対象とすることができます。 

■後期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 ■大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が、 

経済不況に伴って今年になってから家計が急変したために学費の納入が困難になった場合、 

生徒の修学を保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。 

 ■対象となる要件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細かい 

条件があります。 

申請を希望する場合は事務室へ下記の①②いずれが対象となるかご確認のうえ申請書をご請求 

ください。 

■大阪府私立高等学校等授業料支援補助金を併せて受けることはできません。いずれか助成金が 

大きい方のみ適用されます。 

 

（対象となる要件） 

①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

 

【大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■今年度の府の補助金は、大阪府へ申請を行ってから決定します。決定次第お知らせをして、 

補助金を給付する予定です。（今年度末の予定） 

給付については生徒本人の銀行口座に振込みで行いますので、あらかじめ口座をご用意ください。 

学校からの通知とともに、銀行口座の届出用紙を送ります。 

※ 三菱東京ＵＦＪ銀行以外の口座については振込み手数料をご負担いただきます。 

対象期間や対象単位数によっては補助金の給付がない場合があります。ご了承ください。 
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卒業年次生の皆さんへ 

 

 

 

 

 

 すべての皆さんへ 

【落ち着いて学習をしよう】 

 ■年末年始を迎えますが、生活のリズムをくずさないように注意し、高校生としての基礎学力を 

しっかりにつけるようにしてください。レポート提出が終わっていない人は、単位修得に向けて 

レポート作成を最優先させてください。 

 

【3階「進路コーナー」を活用しよう】 

■進路(進学・就職)に関する情報は 3階「進路コーナー」に掲示しています。「進路コーナー」に 

置いてある案内書や募集要項は自由に持ち帰ることができますので活用してください。なお、 

進路に関する情報は、1階職員室カウンターでも見ることができます。 

 

【「オープンキャンパス」に参加しよう】  

■卒業年次生だけでなく、1、2年次生の進学希望者もオープンキャンパス（学校見学会）に積極的に 

参加し、自分の目で各大学・短大・専門学校の特色を確認しましょう。 

■「オープンキャンパス」に参加すると特別活動 2時間分（上限は 10時間）が認定されます。 

1階職員室カウンターで「参加報告書」を受け取り、必要事項を記入して提出してください。 

その際、当日配布されたプリントや担当者の名刺など、参加の証明になるものを貼ってください。 

 

 

■大学一般入試の受験をめざしている皆さんは、これからいよいよ正念場をむかえます。 

照準を来年の入試に合わせ、健康管理に注意し、計画を立てて落ち着いて学習を続けてください。 

■卒業予定者のうち、進路の方向が定まらなかったり、また入試結果や選考結果が思わしくなかったり 

して、これからどうしたら良いか悩んでいる人もいると思います。 

それぞれ状況は違うと思いますが、ひとりで考えていてもわからない場合、まずはホームルーム担任 

に相談してください。 

 

【進路相談／面接練習について】 

■本校では、進路相談につきましては、ＨＲ担任と年間を通じて随時（ずいじ）行っています。 

ご希望の方はホームルーム担任と面談日時を調整してください。 

 

 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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進学について 
 

【大学入試センター試験を受験する皆さんへ】 

■大学入試センター試験は来年 1月 16日（土）、17日（日）に実施されます。「受験上の注意」を 

よく読んで、しっかり準備を進めてください。 

■受験票は国公立大学の２次試験および入学手続きの際に必要となりますので、試験終了後も保管 

しておいてください。 

 

【大学入試センター試験自己採点とその後の出願について】 

■大学入試センター試験の受験者は、その後の国公立大学２次試験や私立大学センター利用入試の 

出願に備え、各自自己採点をする必要があります。そのため、試験の際に自分の解答を必ず問題用紙 

に控え、持ち帰るようにしてください。正解および配点は、実施日翌日の新聞（朝刊）にそれぞれ 

掲載されます。インターネットで調べることもできます。 

 

【募集要項（願書）の入手について】  

■大学・短大・専門学校の募集要項（願書）を入手するには、ホームページから申し込むか、 

願書一括サービスを利用するなどの方法で取り寄せるようにしてください。 

オープンキャンパス（学校見学会）で入手できる場合もあります。 

 

【調査書・推薦書の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際、高校が発行する「調査書」が必要になります。調査書が必要な 

卒業年次生は、1階職員室カウンターで「証明書発行願（受験用）」を受け取り、必要事項を記入した 

上でホームルーム担任に申し出てください。その際、出願先・受験方式は必ず記入してください。 

■｢調査書」の発行には、申込みから 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に 

申し込んでください。郵送での手続きも可能です。 

■「推薦書」の発行については、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任に申し込んで 

ください。本校が｢推薦書｣を発行する場合、前期末で 54 単位以上（指定校推薦の場合は 60 単位以上）

修得していることが必要です。 

 

 

【専願入試で合格した人へ】 

■専願入試の場合、合格すれば必ず入学することが条件になります。辞退することはできませんので、 

期限までに入学手続きを済ませてください。 

 

【推薦入試、ＡＯ入試で面接試験を受けた人へ】 

■推薦入試やＡＯ入試で面接試験が行なわれた場合、試験後に「面接試験報告書（進学用）」を 

ホームルーム担任または進路支援担当者に提出してください。 
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就職について 
 

 

【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』P.15 参照） 

■内定まで、ねばり強く就職活動を続けることが大切です。 

求人票をこまめにチェックして、希望先があればホームルーム担任または進路担当者まで 

申し出てください。 

なお、12月 1日（火）からは、会社によって複数応募が可能となっています。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

応募先が決まったら、調査書を申し込み、履歴書（指定のもの）を作成してください。 

面接練習を希望する人は、ホームルーム担任まで申し出てください。 

■面接が終わったら、すぐに「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出して 

ください。 

不適切な違反質問があった場合、学校やハローワークが対応することになります。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している卒業年次生へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、または新聞やインターネット、雑誌の 

一般求人情報を見て応募する場合、各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。 

■現在のアルバイトからそのまま正社員に採用というケースも見られます。 

多くの場合、学校からの書類は必要ありませんが、履歴書（市販のもの）は必要になります。 

■縁故紹介、一般求人で内定または採用が決まった人は、ホームルーム担任か進路支援担当者に 

報告してください。 
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冬休み期間中の注意点 

【不審者への注意】 

 まもなく冬休みに入ります。みなさんも、いろいろなところへ出かける機会が増えると思います。 

楽しい思い出をたくさん作ってほしいと思いますが、一方で最近、テレビ等で悲しい事件の報道が 

続いています。いつどんなところで、予期せぬ事件に巻き込まれるかわかりませんので、十分注意 

してください。特に、携帯電話など個人情報の管理などは、慎重に行ってください。 

【不審者に遭遇したら・トラブルに巻き込まれたら…】 

 落ち着いて行動するように心がけましょう。まずは、人が居る建物・通りがあればそこへ移動しましょう。

それができない場合は、はっきりとわからなくても、できるだけ早く１１０番か、知人などへ電話しま 

しょう。防犯ブザーを携帯することも効果的です。 

【外出するときは…】 

「①どこへ ②誰と ③何時まで」外出するかを保護者の人に必ず伝えましょう。 

それまでに帰れない場合は、できるだけ早く保護者の人に連絡を入れましょう。 

【違反行為はやめましょう】 

 休暇中であっても、違反行為は学校のルール違反になります。絶対にしないでください。 

 

【スクーリング終了後の学校利用について】 

■2015年 12月 23日（水）～2016年 1月 4日（月）と、1月 8日（金）～3月末日までの間で、 

集中講座・ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ提出や行事などがない日は、生徒の皆さんは学校に通学することはできません。 

■集中講座は事前の日程表、単位認定テスト･各学校行事などは｢学校通信｣で確認してください。 

■サークル活動をする人は、事前の活動計画に従ってください。証明書発行などで、事務室に用事のある人、

担任と相談する必要がある人は来校することができます。 

担任が不在のこともあるので、必ず事前に電話などで約束をとっておくようにしましょう。 

 

 

（『学務の手引き P.39』参照） 

 

「学校生活上の決まり」が遵守できない場合は以下の順に従って、保護者同伴の上での厳重注意や、 

より強い処分を行います。すでに注意を受けている人は特に注意してください。 

 

  ①担任注意→②担任注意→③保護者・本人呼び出し→④誓約書提出→⑤退学処分 

 （保護者連絡）      
※①の「担任注意」を受けた人は、その後の宿泊を伴う講座は登録できません。 

※②の「担任注意」（保護者連絡）を受けた人は大学・短大・専門学校の指定校推薦を受けることは 

できません。 

※④の「誓約書提出｣では、本人・保護者を呼び出しのうえ必要な書面に署名をしてもらいます。 
 

 

 

賞罰規定 

 

生徒支援からのお知らせ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【保護者交流会「ほごしゃＹ２（わいわい）プラザ」のご案内】 

■日 時：１月 30日（土）10時～12時 30分（9時 30分より受付開始） 

■場 所：本校 1 階多目的室（会場は変更になる場合もあります。当日入り口に掲示します） 

 

保護者のみなさまが集い、交流する場・語り合う機会をつくりました。 

7 月の会では、卒業生の保護者の方からのお話もあり、参加していただいた方々と有意義な時を 

過ごせました。 

詳細は後日、保護者のみなさまへ郵送しますので、ご確認ください。 

 

◆保健室からのお知らせ 

＊保健室で使用する薬について 

保健室では外科的なけがの処置として、主に以下のものを使用しています。 

・消毒液 

・湿布薬 

・点眼薬 

※まれにアレルギー反応が出る場合があります。使用前に確認しますが、自覚症状がある人は申し出て 

ください。 

※内服薬は置いていませんので、必要のある人は各自で用意してください。 

＊健康診断書について 

入学時に健康診断書をお渡しした人（A4・白：新入生、編入生）、現在までに未提出・未受検の連絡を 

した人（転入生）は、出来るだけ早く医療機関で健康診断を受けて提出してください。 

健康診断の記録が無い場合は、健康状態の把握ができない為、在学中の宿泊をともなうスクーリングへの 

参加はできません。 

また、現在の健康状態について、学校に連絡する必要がある場合は、担任又は保健室担当へご連絡ください。 

 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

＊開室時間について 

 今後の開室日は、単位認定テスト（筆記式）期間中の２月８日（月）、２月１２日（金）、 

２月１５日（月）です。 

 

＊開室時間と担当者 

   月曜日：川口 彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

   水曜日：西村 博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

   金曜日：道嶋 公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

※保護者の方もご利用いただけます。 

お問い合わせ、ご予約は、担当（川口・後藤）へご連絡ください。 
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◆フィジカルサポートスペースからのお知らせ  

 

フィジカルサポートでは、基礎体力の向上や運動不足の解消を目指す生徒のために、 

体力測定や有酸素運動、マシントレーニングなどを下記の曜日に実施します。 

 

火曜日 1/12、1/19 

１３：３０～１６：３０ 

金曜日 1/15、1/２２、1/29 

１３：３０～１６：３０ 
＊実施目安は１人につき、１時間程度 

使用できない時間もありますので担当の教員に 

確認して予約を行って下さい。 

 

―参加する際のルール― 

運動のできる服装(ジャージなどが望ましい)、水分、体育館用シューズを必ず準備してください。 

 

利用希望者は、職員室もしくは電話にて申し込み受け付けしています。 

参加当日は、直接４F のマシンルームには行かずに、職員室まで来てください。 

※人数に余裕があれば当日申し込み可能です。利用は生徒のみです。 

お問い合わせなどは、担当(小平・中尾)までご連絡ください。 

 

◆校内ゴミ分別について（2015年 12 月から）  

「燃えるごみ」 → 残飯、弁当内のアルミホイル、仕切り 

「プラスチック」 → コンビニ弁当の容器 

ＹＭＣＡ学院高校では、「燃えるゴミ」と「プラスチック」を分けて回収しています。 

上記のように、しっかり確認して分けていれてください。 

※大阪市のゴミ減量化方針の一環でゴミの分別が大変厳しくなっています。資源を大切にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクーリング期間中は

何度でも無料です! 
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◆新クラス説明会のご案内  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新クラス説明会開催（報告）！！  

11/6（金）、11/25（水）、12/11（金）の 3 回、2016 年度 4 月からスタートする、４つの新クラスについて 

在校生向けの説明会を行いました。 

多くの在校生（1 年次・2年次）・保護者の方に参加していただきました。 

アンケートの結果、希望する・人気のあるクラスの順位は以下の通りです 

1 位⇒アドバンストクラス  

2 位⇒ウエルネスクラス 

3 位⇒グローバルクラス・マイスペ+（ﾌﾟﾗｽ）クラス（ 同率！！） 

アドバンストとウエルネスは 1票差でした。グローバルとマイスペ+は同率です。 

参加したみなさんはそれぞれ、いろいろなものに興味があるようですね。 

 

1 月 30 日（土）に新クラス説明会を実施します。（上記参照） 

また、3 月にも新クラスの説明会を行います。3月の詳細は決まり次第、お知らせします。 
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「ひとりのみどりごがわたしたちのために生
う

まれた。 

ひとりの男
おとこ

の子

こ

がわたしたちに与
あ た

えられた。 

権威
け ん い

が彼
か れ

の肩
か た

にある。その名
な

は、『驚
おどろ

くべき指導者
し ど う し ゃ

、 

力
ちから

ある神
か み

/永遠
え い え ん

の父
ち ち

、平和
へ い わ

の君
き み

』と唱
と な

えられる。」 

（イザヤ書
し ょ

 9章
しょう

5節
せ つ

） 

 

「平和
へ い わ

って何
なに

？」この質問
しつもん

にどう答
こた

えるでしょうか。止揚
し よ う

学園
がくえん

(滋賀県
し が け ん

にある障
しょう

がい者
しゃ

施設
し せ つ

)

で生活
せいかつ

するある人
ひと

は、「わたし知
し

っている。みんな一緒
いっしょ

に、ご飯
はん

を食
た

べることや」と答
こた

えたそう

です。一緒
いっしょ

にご飯
はん

を食
た

べられる。ホント、ステキな光景
こうけい

を思
おも

い浮
う

かべます。 

 今
いま

、世界
せ か い

からはテロや内戦
ないせん

のニュースが毎日
まいにち

のように伝
つた

えられています。その根底
こんてい

にあるのは、

貧困
ひんこん

と差別
さ べ つ

だそうです。恨
うら

みやねたみが自爆
じ ば く

テロにもかり出
だ

されると聞
き

きます。飽食
ほうしょく

する人々
ひとびと

と

飢
う

えに苦
くる

しむ人々
ひとびと

、奪
うば

う者
もの

と奪
うば

われる者
もの

の対立
たいりつ

は、人間
にんげん

の欲望
よくぼう

、身勝手
み が っ て

さが生
う

み出
だ

したものです。 

 イエス・キリストは、「平和
へ い わ

の君
きみ

」と呼
よ

ばれました。イエス・キリストが目指
め ざ

し、伝
つた

える平和
へ い わ

は、

相手
あ い て

のいのちを奪
うば

ったり、相手
あ い て

の持
も

ち物
もの

、財産
ざいさん

、生
い

きる自由
じ ゆ う

を奪
うば

ったりするものではありません

でした。むしろ、相手
あ い て

に自分
じ ぶ ん

のいのちを与
あた

え、自分
じ ぶ ん

の持
も

ち物
もの

、自分
じ ぶ ん

の時間
じ か ん

を与
あた

える、 

そこに「平和
へ い わ

の君
きみ

」の存在
そんざい

がありました。 

奪
うば

い合
あ

えば足
た

りないけど、分
わ

かち合
あ

えば満
み

ち足
た

り、あり余
あま

るのです。クリスマスは奪
うば

い合
あ

うの

ではなく、分
わ

かち合
あ

うことを覚
おぼ

える時
とき

です。自分
じ ぶ ん

の持
も

っているもの(物
もの

でも時間
じ か ん

でも良
よ

い)を 

差
さ

し出
だ

す。きっとそこには、みんなでご飯
はん

を食
た

べられるような平和
へ い わ

なときが生
う

まれるでしょう。

ステキなクリスマスを迎
むか

えてください。 

 

(日本
にほん

キリスト教 団
きょうだん

大 正
たいしょう

めぐみ教 会
きょうかい

 ＹＭＣＡ学院
がくいん

高等
こうとう

学 校 宗
がっこうしゅう

教科
きょうか

教 員
きょういん

                               

上地
う え ち

 武
たけし

牧師
ぼ く し

より)  

南
みなみ

ＹＭＣＡ「キリスト教
きょう

委員会
いいん かい

」2015-12 

    

   

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く

 
         


